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【研究背景】 

 近年、わが国においてフットサルは全国的な

広がりをみせている。「いつでも、どこでも、だ

れとでも」という特徴を持つフットサルは、こ

れまで「するスポーツ」として広く普及してき

た。２００７年にフットサルの全国リーグであ

るＦリーグが開幕したことにより、「見るスポー

ツ」としてのフットサルが普及しはじめた。し

かし、その知名度は低く、興行を行っている各

クラブの運営や戦力にも大きな差があり、「見る

スポーツ」として発展していくうえではまだま

だ課題が多いことがわかる。 

 

【研究目的および方法】 

 本研究では、文献調査を通して、Ｆリーグク

ラブの運営、特に経営面における課題を抽出し、

その解決策を提示することを目的とする。 

 まず，中村（２００８）の研究をもとに、Ｆ

リーグクラブの運営の中でも経営面において財

務分析を行った。その中から支出項目で最も割

合の多い、人件費について広瀬（２００９）を

参考に支出項目に占める人件費の割合と競技力

の関係性について調査を行った。また、収入の

項目で最も高い割合を占めた広告料収入につい

て、原田（２００８）、武藤（２００６）、藤本

（２００６）らの研究をもとに、スポンサー・

メリット、効果測定についての分析を行った。

さらに、中村の欧州のフットサルリーグおよび

クラブの分析をもとに、Ｆリーグクラブへの適

用が考えられる優良事例および課題を抽出し、

その分析を行った。 

【結果と考察】 

 Ｆリーグクラブの財務分析の結果から、支出

項目に占める人件費の割合と競技力は比例する

ことがわかった。Ｆリーグが拮抗した質の高い

試合を提供し、見るスポーツとしての価値を高

めていく為には、プロ化による高いレベルの選

手の確保が必要になってくるのではないかと考

えられた。また、収入の項目で大きな割合を占

めた広告料収入においては、さらなるスポンサ

ー獲得のために、メディアコンテンツとしての

価値を高め、Ｆリーグにおけるスポンサー・メ

リットの向上を図ることが必要であると推察さ

れた。さらに、海外リーグの分析を通して、ス

ペインにおけるクラブ運営では自治体との関わ

りが深く運営において大きな恩恵を受けている。

イタリアでは外国人選手の多様による国内選手

の育成が問題になっている。以上のことより、

Ｆリーグクラブの運営における課題として、「健

全な運営の為の経営能力の必要性」、「フットサ

ルあるいはクラブの普及の為の自治体との関わ

り」、「競技力の向上と維持」があげられた。 

しかし、本研究はこれまでの事例をもとに分

析・提言がなされており、その方法論は実際の

現場とは乖離する部分があると考えられる。こ

れからの課題としては、本研究を通して浮き彫

りになった課題の解決策について、調査・分析

を行い、課題の解決を図っていく必要がある。 

 

【結論】 

 健全な運営を行っていく為には、財務分析に

おいて収入の項目で高い割合を占めた広告料収



入と入場料収入を増やすことが重要であると考

えられる。その方策として以下のことを提言し

た。共通して必要な事としてフットサル観戦者

の特徴を把握することがあげられる。広告料収

入への方策としては「メリットの提示」と、「マ

ーケティング活動」が必要である。また、入場

料収入の方策としては、観戦者特性を踏まえた

うえでの様々な種類のチケットの販売が行って

いくことが有効である。さらに、普及に関して

は、Ｆリーグ参入における必須条件であり、フ

ットサルおよびクラブの普及の為に地域でのフ

ットサル教室やイベントへの参加を行っていか

なければならないと言える。 

 


